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北海道大学人文科学論集総目録

第1号~第24号

〈著者名の後に付した数字のうち括弧内は横書き論文のベージを示す〉

第 1号 1962年

明代の茶業と国家統制 0・0 ・ ..................... .・ 佐久間重男 1- 判

マルクス主義哲学における「意識」の意義について

唯物論的心理学の出発点としての H ・ 0・ 河西

法則論のこころみ(第 1) ・ e ー・・ ・・0 ・ 秩間

意 45-曲

実(1-制)

第2号 1963年

「足跡jの位置

秩声像のー側面一一 ・0・0 ・... ・ー ・・ … ・ 0 和田謹吾 1- 16 

社会学における地域理論の展開

地域CRegion)の概念、と地域研究の方法を中心として

笹森秀雄 17-1田

「スキピオの夢」 研究 ・ 0 ・リ....................... 池田英三 (1-32) 

Zilselならびに Lowithの見解について

前稿「法則論のこころみ(第1)J補説 ・・ ・・ー 秩間 実(坦~抽)
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スピノザ哲学の源泉の問題をめぐって ・ ・ー 河西 章 四~臼

在中と国史儒林伝稿

清代揚州の文学の研究序説 ー・・ ・ー ......... 近藤光男 臼~困

カパネの制度に関する新研究序説〔上〕 北村 文治 団-137

現代スコラ的自然法論の構造 ー ..... ・................. 秋間 実 (1-11) 
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第 4号 1965年

明初の日中関係をめぐるニ，三の問題

一一洪武帝の対外政策を中心として一一.....・ ..........… 佐久間 重 男 l~ 46 

スピノザ哲学と弁証法的唯物論(二)

一ーその汎神的自然観の基本的性格をめぐって一一 ・ ー 河西 章 47~ 師

概念、形成における選択方略について

一一行動論的選択方略論による実験的検討一一 .•. •. 寺 岡 隆(I~田)

イギリス ・マナ 体制下の農家構成とその規模に関する史料

一ーリンカ γ シャー在スポ ノレディング小修道院領，

13世紀後半作製の戸籍一一 ....・............ 篠塚信義 〔描~咽〕

第 5号 1967年

『フラ γス ・百科全書jの基本的立場 … ・・ ー・ ・- 河西 章

分配標準形について 。...................................................... 大畑甚

11世紀から 13世紀にわたる西欧における城砦と城主支配圏

l ~ 日

(I~ 21) 

ベーノレ ・ブートリユ引
(22~ 耳)

井 上 泰男訳

ある現代思想家 ................ ・..・ ..... ・ ・..... 秋問 実〔描~7l)

カパネの制度に関する新研究序説(中) ・..............・0 ・・・ e 北村文 治 (市~ 97) 

第6号 1968年

近松秩江論

一一後期自然主義文学の発端一….................. 和田謹吾 l~ 田

『転換の思想j序説 ーー ............・・ 0・............一 奥山次良 昌~ 47 

(I~ 17) 非対称的結合子Tをもっ論理系について ・・ ・・e ・・・・ n ・・0・ 大畑 甚

民主ドイツの自然科学論

一一-60年代初頭まで 秋開 実(I8~ 団)

第7号 1969年

潜研堂詩注 ....・ 0 ・・e ・・・ ・・.........・0・・............. 近藤 光 男 l~ 37 

「散文芸術」論の問題 e ・................ ・......... ・..... 亀井秀雄 却~日

『偶像再興jをめぐって

ーー「転換の思想」第一章 ー....・・................ 奥山次良 日~82
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形態素分析に関する一考案 0 ・ ・ e ・・0・0 ・・ ........・・ 0・ 田中利光

第8号 1971年

明代中期の対外政策と日中関係 0 ・・ ・ー ・・… 一........ 佐久間 重男

サノレトノレ哲学に対する一つの視点 ...................一……ー 河西 章

『品明』の倫理と 『種の論理J

(j-43) 

1- 自

由-46

一一「転換の思想」第二章 ..・ e・ ............ ・・・ e ・ 奥山次良 47-倒

ソシューノレの言語理論に関する若干の考察

「変形文法」理論との関連で一 ・・ ・・.....・ e ・0 田中利光 (ト目)

第9号 1972年

'King's clerks'に関するこつの試論 ・.........….. ・・・ e 東出 功 1-31 

影の影

一一プラト γの著作に関する一考案ー一 ...・ e・..・・・リ ー 水野 一 泊~剖

「神々の闘争」について

一ー「転換の思想」第三章一 ................................. 奥 山 次長 45-71 

ニ チェとオーヴェノレベックとの往復書簡(1871-1879)

第 10号 1973年

源氏物語論

古内 武百-1曲

女三宮の降嫁をめぐって一一 .............・........…ー 大朝雄二 ト価

行尊大僧正論(上)

生涯と作品 ・・・ー ・............... ・ ........・...ー 近藤潤 67-1羽

『子 夜』論

一一中国近代小説の限界一・ e・ e ・・..................... 中野美代子 l話-181

ニーチェとオーヴエノレベックとの往復書簡 〔ニ)

一一1880年から 1883年まで ........・..........・ 古内 武 l田~盟国

北海道の地名 (序論)

一一一地理学からの接近一一 ー・ ……..............・....... 小林和夫 四1-3i3

第 11号 1974年

> Human Relations Approach (の展開と思想史的意義 ーー 大 山信 義 1 -41 

デイノレタイにおける形而上学の問題

一一『転換の思想』第四章一・ ............・ e ・ 奥 山 次良 43-団
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ニーチェとオーヴエノレベックとの往復書簡(三)

一一1884年から 1886年まで一一・ 0 ・0・0・…........・ e・0・0・0・0 古内 武 日-1自

「東西蝦夷山川地理取調図」における地名分布について ・ 小林和夫 l詰-141

Bishops 01 England and Their Connection 

with the King， 1272-1485 (Part One) ........ ....... ...... Isao HIGASHIDE (I-訂)

]apanese Geography : An Overview ...........，...... Takashi YAMAGUCHI (拍-41)

音韻変化について

一一古代ギリシャ語のニ・三の母音変化などをめぐって一一

田中利光 (岨~臼)

第 12号 1975年

ニ チェとオ ヴエノレベックとの往復書簡〔四)

一一1887年から 1889年初頭までー 一 ・・ー 古内 武 1-日

Bishops 01 England and Their Connection 

with the King， 1272-1485 (Part Two) ー IsaoHIGASHIDE (I-目〕

地域医療の構造分析 ー ...................・・ ・.....・ 大 山 信義(田~日)

集落内の言語差

下北半島上田屋 ・ e ・ .......................・・ 井 上 史雄 (伍-101)

第 13号 1976年

佐々木味津三試論

初期作品について …....................... ・・・ 神谷忠孝 1- 11 

行尊大僧正論(下)

一一生涯と作品一一 ，.・・....................・.....・......... 近藤潤ー 13-11 

五経博士について ー..........................・ e ・.......・ 宮本 勝

道南浜ことばにおける共通語化のパタ γ分類 . •.••••.•. •. 井上史雄

Changes 01 the General Activity Level Observed during Classical 

Conditioning with Alimentary Reinlorcement in the Albino Rat 

79-担

(1-1目〉

Takashige IWAMOTO (I25-1四)

ニーチェの梅毒意識ーー ー ・・ー ・ ・ーー ・ ーー ・ 古 内 武(I41-1市)

日本古代史研究の過去と現在 ー一........................ ・ 佐伯有清(I百-1曲)

マノレコ福音書IV・10-13について ................・.....・.....・ 田 中利光(I91-Z苗)

第 14号 1977年
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通俗読物編刊社とその文芸運動..... ・ ......... ・e ・ 0 藤本幸一

斉物と観物 ....................... ・・ ....................... ・ 松川健 一

明治維新 ..... ・ e ・0・ ........ ・ ・e ・・e ・0・ 田中 彰

輪郭線輝度分布の明るさ知覚に及ぼす影響 e・e・・….....・・........ 漬回 治 良

ギ=フノレカン「領主制と封建制」

1-18 

19-四

31-45 

(1-16) 

一一一比較研究のための覚書き 0・0 ・・..........・ ・ 東出 功 07-紛

動物の社会的行動についての実験的研究

γ ロネズミのオベラント条件づけ事態における

協同行動の学習過程 ー ・0 ・0 ・・........ ・ 岩本隆茂 (45-78) 

Sur la situation actuelle de l'enseignement 

de la philosophie au ]apon ................................北kiraKASAI (四~田)

実験ゲームにおける交渉過程の研究 ーーい................... ー篠塚寛美 (町-1泊)

〈し、く ・くる〉について

オーストラリアの北部開発論における開発目的と計画地核

第 15号 1978年

中国近代経営史研究覚書

クオ ・へy ・yー稿「中国近代ビジネス

城田

谷内

俊 035-142)

達 o岨-1田)

階級の初期発展」の紹介と検討 ー ー-・ ー 中井英基 1-担

率参の辺塞詩についての覚書 ー e ・ ......・ .......・e・ 野湾俊敬 23-担

指示代名詞の指示機能について ................................... 今井四郎 0-16) 

マカク属サノレにおける遅延選択反応と

前頭葉背外側部の神経細胞のユニット活動 ........ ・ー 岩本隆茂 07-喧〕

第 16号 1979年

〈資料〉

日本のダダイズム(1920-1922) ー・ ー・ ・........ 神谷忠孝 1-43 

蘇戦「故周茂叔先生澱渓」詩について e 山 田...・e・......... 松川健二 時~田

清末中国綿紡績業について

民族紡不振の原因再考ーー ・ー…一-一 ー・ 中井英基 57-76 

人参果考

←ー『西遊記』成立史のー断面 ・0・0 ・・ ・・ ・e 中野美代子 77-田

『限定された否定の助力』

一一Th.W アドルノの業績について
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イノレゼ ミュラ ・γ ュトレ ムスデノレファ ー・・ー

国語動詞の活用(語形変化)

Development 01 the Transport Network 

奥山 ・谷
鈴木 ・橋

城 田

z訳町-1担
俊 123-151

and the Urban System in Hokkaido， 1879-1975 ..... Toru TANIUCHI (1-22) 

第 17号 1980年

フランクフルト学派研究資料

1 Th. W アドルノ 『否定の弁証法j序論

II 7ドルノの翻訳について •.•••• . •. •••••• ••••• ..•• •••. . .••• .・・...

ロックにおける自己保存について(1) -ー.....................・..・・..

同時進行型手続きによる動物における観察学習の研究 e 田・ ・・

The Deve10pment 01 Hokkaido's Urban System 

奥山 ・横松 ・白田
石 ・鈴木 ・橋本帆

奥谷 山口 孝次 男良

八木橋 貢

岩本隆茂

1-岨

47-団

57-72 

(1-担)

Masataka HATANO 
Makoto Y AMADA (田~担〉

LIJαとμ母即時 ・....... ・・・ ......回目......・...................... 田中 利 光 〔拓-49) 

第 18号 1981年

李賢と焦拡 .•.•. ・・ ・e ・............... ・ー 松 川 健 二 1-10 

倭名類緊抄諸本の系統推定

十巻本巻三~六を中心に一一・ ・ー ・ ・ー ・ 宮津俊雅 ll- 31 

源氏物語続篇の研究

蕪像の定立をめぐって一一 ・ ，.・ ・ e ・........ 大朝雄二 泊- 49 

フランクフノレト学派研究資料(二)

(III) Jハーバーマス教授講演記録 植奥 木山 地次 子良 51-70 
今井道夫

(IV) Th. W. 7ドルノ 『批判』 奥白 石山 達次 員訳 ト 78

(V) Th. W. 7ドルノ 『し、くつかの見地J(ー〕 橋奥 本山 次官良ιヨ訳 百~曲

ロックにおける自己保存について(ID a・a・a・・........・・........... 八木橋 貢 回-1師

イギリスの中央行政機閣における長官職

1272年から 1485年まで(上)- ・ ・ e 東 出 功 0-四〉

ヒ卜の複合低頻度分化強化 (DRL)スケジューノレ



における時問弁別行動 0・ ・・ e 岩本隆茂(31~ 副)
吉野 弘

第 19号 1982/83年

「家牒」についての一考察 ........................・.............・ ・・・ー・... 佐伯有 清 1-14 

倭名類褒抄二十巻本成立の一過程 宮 津俊雅 15-百

フランクフノレト学派研究資料 (三〉

CVD 合理化の弁証法

ハーパマスとの対話 奥渡 辺山 祐次 邦良相臥 目~伍

ネズミの複合DRLスケジュールにおける外部手掛り刺激と

反応の分化 ・0・ 吉岩 野本 隆 弘茂 0-胡〉

第 20号 1983/例年

故奥山次良教授追悼および業績 ・ ー 一.............................. ・..・ 1-3 

南方徴用作家 .......................・・・ ・・ e ・ーー ・・ー ・ ー 神谷忠孝 5-31 

源氏物語 ・橋姫三帖の構造 ....................................... 大朝雄二 泊~由

“King's clerks"の下限考

--" King's servants"考 (序〕 ー・ー ・・ー… 東出 功 (トl凶)

分解型2人PDゲムにおける認知と選択行動 一 ・ 篠塚寛美(I田-137)

第 21号 1984年

現象学的社会学とその宗教諭 ・ー … …...・・・ ........・ 宇都宮 輝 夫 1-担

岩本隆茂
反応依存変容型強化スケジューんとその効用 ・ー ・ー ・…・ 吉野 弘 (I-由〉

川俣甲子夫

ある仕上工の生活史と造船業労使関係

一一面接の記録と解説 ー ............ ・......ー ー大山信義 (日-1甜〕

第 22号 1984年

Workers' Participation in Management as an 

Ambivalent Process A ]apanese Case 

Nobuyoshi OHYAMA 0-11) 

アイヌの季節性の集落，すなわち季節コタ γについて ・・小林和夫 (I9-52) 

行動薬理学の歴史とその最近の展開におよぼす

109-



オベラγ ト心理学の貢献 ー ......... ・........…一 . 岩 本隆茂 (日~田)
和田博文

第23号 1985年

時間弁別行動における生理心理学的機構の総合的研究 茂
美

隆
博
本

因

子

岩
和

勇

(1-岨)

(47-印〉都市化と高齢者の生活構造 .••••••. ・ e・ 金

〈資料〉

ある船具工の生活史と造船業労使関係

一一口述の記録と注解← ..............・ e ・ ・ ・ 大 山 信義c7ト l盟)

第24号 1986年

『論語』性近習遠章について ー .••••• •.••••• ....ー 松 川 健三 1- 加

江戸時代後期における東蝦夷地のアイヌ集落(ー) ............ 小林和夫 21-日

日本近代文学におけるフランス .................. ・ ...・ 神谷忠孝 57-田

南オーストラリア州における 1エ カ あたり

小麦収益の年々変動の地域差 ー ー・ ・ー ・ 岩崎 孝 (1-16) 

武蔵野における古代集落の一考察

一一世居祉の構造と変遷一一 岡 回淳 子 (17-泊)

動物とヒトにおける時問弁別機構についての研究と

そのそデノレ 日
本
田

岩
山

茂

司

茂

隆

隆

弘

隆

正 001-102) 

(35-四)

『人文科学論集』の終刊にあたって .••••. •.••••••. ・e ・e 岩 本
羽田野

北海道大学人文科学論集総目録第l号~第24号 ・ ー・ ・ ・ (11¥1-110) 
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